
 

 

 

 

 

 

この度、内閣府において公募されておりました「近未来技術等社会実装事業」について、大

阪府・河内長野市が、自動運転技術を活用した移動サービスの実現に向けた事業を共同提案し

た結果、当該事業が採択されましたので、お知らせいたします。 

今回の取組みは大阪府で初の自動運転の実証事業等であり、今後、国と連携して、具体的な

事業計画の策定を進めていきます。 

 

【提案事業の概要】 

１ 事業目的 

自動運転技術を活用し、交通不便地における新たな移動サービスを実現することで、少

子高齢化社会における公共交通の維持・向上や高齢者の外出機会の拡大による健康寿命の

延伸をめざします。 

２ 事業実施エリア 

   河内長野市（南花台地区等） 

   ※河内長野市では、国や民間事業者と連携した公共交通の維持向上や、健康寿命の延伸

等を目的としたスマートエイジング・シティの取組みを実施 

３ 実施体制（予定） 

株式会社ＮＴＴドコモ（府と連携協定を締結）、南海バス株式会社（地域の交通事業者）、

地域住民等と連携し、地元における実施体制（協議会）を今年度中に構築。 

４ 事業概要（現時点の予定） 

○2018年度 

・地元における協議会を設置するとともに、国と連携し、2019年度以降の事業計画を策定。 

○2019年度 

  ・河内長野市南花台地区等において、自動運転システムを搭載した車両を用いた、公道で

の実証実験を行い、将来の事業化の可能性を検証。 

  ・あわせて、自動運転の実証実験に際し作成する高精度３Ｄマップのインフラの維持管理

等への活用の可能性を検討。 

○2020年度 

 ・2019年度の実証実験の結果を踏まえ、公道での社会実装を実施し、さらに将来の事業化

の可能性を検証。 

 ・あわせて、将来の５Ｇ（第５世代移動通信システム）社会を見据え、５Ｇ通信環境での

自動運転の実証実験を実施。 

【関連ＨＰ】 

・内閣府：近未来技術等社会実装事業の応募ＨＰ、近未来技術等社会実装事業の選定結果ＨＰ 

【問い合わせ】 河内長野市総合政策部 政策企画課 ☎ 0721-53-1111  

河内長野市 報道提供資料 

近未来技術等社会実装事業に係る事業採択 

（自動運転関係）について 
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提案タイトル
少子高齢化社会における自動運転技術を活用した新たな移動サービスの創出と健康寿命の延伸
～ 社会保障等の抑制による持続的なまちの発展をめざして ～

提案者 事業分野

大阪府、河内長野市 健康寿命の延伸、移動革命の実現、快適なインフラ・まちづくり、SIP等の活用

 2020年度までの事業内容

 背景・課題

○事業：「自動運転システム」を活用した新たな移動サービス（人・モノ）の実現

事業概要

自動運転

• 大阪府の中でトップの高齢化率（町村除く）で、国や民間事業者と連携した公共交通の維持向上や、健康寿命の延伸等を目
的としたスマートエイジングシティの取組を実施している河内長野市を対象に、自動運転システムによる新たな移動サービス
の社会実装を実施

 「開発団地等における自動運転サービス実装協議会」（仮称）の設置
 SIPの成果を活用した高精度3Dマップの作成（作成3Dマップはインフラ維持管理等への活用も検討）
 将来の5G社会を見据え、5G通信環境での自動運転の実証実験の実施

活用技術

目指す
将来像

解決すべき
課題

• 全国を上回るスピードで少子高齢化が進展する大阪において、2025年万博のインパクトを最大限活かしてオール大阪で取組を
進め、「自動運転技術」を活用し、高齢者をはじめ誰もが健康でいきいきと活躍できる社会を実現

• 大阪府における少子高齢化や高齢者の交通事故増加に対応した利用しやすい公共交通の構築
• 外出機会の拡大による高齢者の健康増進（大阪府の健康寿命： 男性71.50年（全国39位） 女性74.46年（全国34位））

自動運転サービス走行ルート（イメージ） 事業内容の全体像
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